


み言
こと

葉
ば

は、地
ち

上
じょう

で

最
さい

強
きょう

の 真
しん

理
り

だ。

み言
こと

葉
ば

は、君
きみ

を わたしの 霊
れい

の 波
は

長
ちょう

に 合
あ

わせてくれる。

み言
こと

葉
ば

は、君
きみ

を わたしの 道
みち

に 進
すす

ませ続
つづ

けてくれる。

わたしの 言
こと

葉
ば

は、あらゆる 真
しん

の 

　　　強
つよ

さの 源
みなもと

なんだ。

ビー
ビー

ビー



わたしの

言
こと

葉
ば

なくして 

信
しん

仰
こう

を 

持
も

つことは

できない。

わたしの 言
こと

葉
ば

は 魂
たましい

の 食
た

べ物
もの

で

　あり、　　　　　体
からだ

を 健
けん

康
こう

に 

　　　　　　　　　　　　保
たも

って

　　　　　　　　　　　　　くれる。

わたしの 言
こと

葉
ば

は、清
きよ

める。

　そして、

物
もの

事
ごと

を 新
あら

たに する。（ヨハネ 15:3 を見
み

てね。）
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 自
じ

由
ゆう

を 与
あた

える。

自
じ

由
ゆう

だ。

（ユダの手
て

紙
がみ

1:24 を

見
み

てね。）

わたしの 言
こと

葉
ば

は、

　　　　
君
きみ

が
 

　守って

　　　くれる。

落　ち　　ない　　　　ように 

わたしの　言
こと

葉
ば

は、

お



わたしの 言葉は、

安らぎを 
も た ら す 。

わたしの 言
こと

葉
ば

は、永
えい

遠
えん

に 動
うご

かされない。

わたしの 言
こと

葉
ば

は 知
ち

恵
え

であり、

単
たん

純
じゅん

な 者
もの

を 賢
かしこ

くしてくれる。

（箴
しん

言
げん

4:5,7 を見
み

てね ｡）

こと　ば

やす



わたしの 言
こと

葉
ば

は、

理
り

解
かい

力
りょく

を 与
あた

える。
（詩

し

篇
へん

119:130 を見
み

てね。）

わたしの 言
こと

葉
ば

は、あらゆる ものを 

識
しき

別
べつ

し、

すべての 心
こころ

の 思
おも

いと 志
こころざし

とを

見
み

分
わ

ける（見
み

ぬく）ことが できる。

（ヘブル 4:12 を見
み

てね。）

 まぁ！　この人
ひと

の

ために祈
いの

らなくちゃ！

わたしの 言
こと

葉
ば

を 通
とお

して、君
きみ

は、わたしの 

神
かみ

としての 性
せい

質
しつ

に あずかる。つまり、

わたしのように なるんだ。

わたしの 言
こと

葉
ば

を 通
とお

して、君
きみ

は この世
よ

の

 堕
だ

落
らく

から 逃
のが

れる
ことが できる。

（第
だい

２ペテロ 1:4A を見
み

てね。）

　　勝
か

てば

 いい　　

自
じ

分
ぶん

の思
おも

いに

従
したが

え

大
だい

好
す

き！　 クールに

   いこうぜ

　　ほほ　

（第
だい

２ペテロ 1:4 を見
み

てね。）



勝
しょう

利
り

力
ちから

克
こく

服
ふく

わたしの 言
こと

葉
ば

は、力
ちから

と 勝
しょう

利
り

への 秘
ひ

密
みつ

、克
こく

服
ふく

と 実
みの

り豊
ゆた

かさへの 秘
ひ

密
みつ

、

あらゆることに 通
つう

じる 鍵
かぎ

なんだ！

わたしの 言
こと

葉
ば

は、君
きみ

を わたしの 

                          思
おも

いと

 つなげるための 

 リンクだ。

わたしの 

言
こと

葉
ば

の うちに 

生
い

きる（住
す

む）のが、

わたしの 思
おも

いを 

 受
う

け取
と

るための 

  第
だい

１
いっ

歩
ぽ

だよ。

 実
み
み り豊

ゆゆ

かさ



わたしの 言
こと

葉
ば

を 吸
きゅう

収
しゅう

し、

それを 日
ひ

々
び

の 暮
く

らしで 実
じっ

践
せん

することが、

力
ちから

に 集
しゅう

中
ちゅう

するための 

第
だい

１
いっ

歩
ぽ

だ。

毎
まい

日
にち

 わたしの 言
こと

葉
ば

を 吸
きゅう

収
しゅう

し、日
ひ

々
び

の 暮
く

らしで 実
じっ

践
せん

することによって 

み言
こと

葉
ば

に 従
したが

うことが、 君
きみ

に できる 最
もっと

も 大
たい

切
せつ

な ことなんだ。

わたしの 言
こと

葉
ば

を 吸
きゅう

収
しゅう

し、それを 実
じっ

践
せん

すると、

わたしが 完
かん

全
ぜん

に 君
きみ

の 中
なか

に とどまるための 

とびらが 開
ひら

く。
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（ヨハネ 15:7 を

見
み

てね。）


